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Ⅰ．はじめに




































看護」は、学生数により 2 グループ編成とし、「外来看護 A」「外来看護 B」とした。
住田陽子：COVID-19 禍における主題実習Ⅰ ( 基礎看護学 ) の工夫と成果
55





　実習を迎えるまでの約 2 カ月間は、1 週間に 1 回、担当教員とともに文献検索・クリティーク、ディ
スカッションを行った。教員は 1 グループに 1 名配置し、さらに、2 名の教員がグループ担当教員の
指導・フォローを行った。本学では、Microsoft 社の様々なアプリケーションをクラウドで利用できる
Office365 を導入していたことから、グループ活動では主に Web 会議システムとしてファイル共有が







　ゲストスピーカーとのディスカッション①は、2 グループ合同で 1 グループ編成し、4 グループを 2

















る中で、学生から模擬夜勤実習 ( 以下、夜勤実習と記す ) の実施について提案があった 2）。以下に、夜
勤実習のスケジュールを示す。夜勤中の仮眠が及ぼす身体的影響の検討を行い、実習期間中に 2 回の夜
勤実習に挑戦した ( 図 2)。 
図１　実習スケジュール
図２　模擬夜勤実習のスケジュール
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　実習初日に、学生 3 名に事例（42 歳、男性、肺癌、COVID-19 緊急事態宣言のため延期されていた
手術の術前、術後）を提供し、各々でアセスメント、計画立案、必要に応じてカンファレンスを実施し
ながら看護過程を展開した。
　学生は、実習 2 ～ 3 日目、7 ～ 8 日目に自宅で夜勤実習を行い、実習時間は実習施設の勤務体制に準
じ、16 時 20 分～翌日の 8 時 30 分とした。夜勤の前日に通常以上に睡眠をとらないようにし、十分な
睡眠がとれなかった場合は、夜勤実習開始前に 2 時間程度の仮眠をとることとした。夜勤実習中の仮眠
は 22 時～翌日の 0 時、または翌日 2 時～ 4 時に確保した。
　夜勤実習は、看護実践を現実に即して経験することを主眼に置いた。図 2 の両矢印に示した時間帯で
は、初日に提示された事例について各々が自身のテーマをもとに検討し、23 時と 4 時には患者に見立
てた同居家族の行動の変化をメールで配信し、問題については対策を考えた。また、LINE ビデオを使
用し、事例患者の検討の申し送りや各学生の体調確認を行った。









































また、3 年次の IPW（Interprofessional Work）論で看護師と関係性が希薄な印象であった臨床検査技
師の認識も知りたいと考え、臨床検査学科の教員へのインタビューも計画に加えた。
　インタビューの依頼は、担当教員から各学科の学科長に行い、その結果、理学療法学科、臨床検査学
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2．コロナ禍における教材の活用























































即ち、“ 生きた学修 ” は臨地でしか成しえないと考える。このように現象をとらえ、解釈する力、理論








議システムを活用した。サブカテゴリーごとに 4 つのグループを編成し、1 グループあたり３～４名の
学生と教員で文献検討やディスカッションを進めていった。実習中のコミュニケーションツールには













　Microsoft Teams や Zoom などのシステムはコミュニケーションを図るために重要な役割を果たし
ていたが、五感全ては活用できないため全体把握が限定的であり、グループ活動に参加しているメンバー










1）福島統．COVID19 と医学教育―文部科学省及び厚生労働省からの通知文書から―（2020 年 2 月
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